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１．開会 

 

２．市長あいさつ 

 

３．教育長あいさつ 

 

４．協議・調整事項 

 

（１）児童・生徒の学力、体力について             ・・・ １～５ 

（２）～学校における働き方改革～部活動の地域移行について   ・・・ ６～９ 

（３）学校の環境整備について                 ・・・ 10～17  

（４）いじめ防止及び不登校対応について            ・・・ 18～20 

（５）中学３年生の進路状況について              ・・・ 21～22 

（６）園児・児童・生徒数の推移について            ・・・ 23～24 

（７）教職員の人事異動方針について              ・・・ 25～26 

                    

５．意見交換 
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協議・調整事項 

 

（１）児童・生徒の学力、体力について 
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令和５年度全国体力・運動能力調査結果 
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※「持久走」と「20ｍシャトルラン」は選択です。市内中学校は、「20ｍシャトルラン」を選択しています。 
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（２）～学校における働き方改革～ 

部活動の地域移行について 
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豊後高田市「部活動の地域移行」の現状について 

学校の働き方改革を踏まえた部活動改革について 

文部科学省では、生徒にとって望ましい部活動の環境を構築する観点から、部活動ガイドラ

インを策定し、部活動の適正化を推進している。他方、学校の働き方改革は喫緊の課題であ

り、中央教育審議会の答申や給特法改正の国会審議において、「部活動を学校単位から地域単位

の取組とする」ことが指摘されている。 

これらの指摘も踏まえつつ、今回はその第一歩として、学校の働き方改革も考慮した更なる

部活動改革の推進を目指し、部活動ガイドラインで示した「学校と地域が協働・融合」した部

活動の具体的な実現方策とスケジュールを明示するものである。 

部活動をめぐる様々な関係者がそれぞれの立場で協力しながら、部活動における教師の負担

軽減に加え、部活動の指導等に意欲を有する地域人材の協力を得て、生徒にとって望ましい部

活動の実現を図るものである。 

 

１．豊後高田市における持続可能な部活動等の地域移行の考え方 

国の方向性と豊後高田市のリソースを踏まえ「できること」「できるところ」から進めていく

ようにしています。令和７年度からを目途とし、条件整備が整い次第、中学校部活動「休日指

導」の移行、中学校の部活動の「平日指導」の移行、スポーツ少年団、高校の地域移行を経て、

将来的には、全てを地域の「NPO 法人地域総合型スポーツクラブ TMK チャレンジクラブ」に移

行していく予定です。 

 

２．現状とこれまでの取組 

①地域移行のための組織編制  

    部活動検討委員会   （市教委、ＴＭＫ、中学校） 

部活動等検討委員会  （市教委、ＴＭＫ、中学校、小学校、高校、保護者） 

部活動等拡大検討委員会（市、市教委、ＴＭＫ、中学校、小学校、高校） 

  ②部活動に関係する団体の現状把握（種類、指導者、参加者等） 

・中学校 ・ＴＭＫチャレンジクラブ ・高田高等学校・スポーツ少年団等  

  ③持続可能な部活動等の地域移行の進め方の整理 

  ④「豊後高田市立中学校部活動の地域指導者に関する要綱」の作成・検討 

  ⑤地域移行を周知するリーフレットの作成 

⑥アンケート調査用紙（保護者用・児童生徒用・教職員用）の作成 

  ⑦部活動の地域移行への周知（リーフレット配布） 

  ⑧アンケート調査の実施（令和４年度中）※調査用紙は作成済 

    対象：保護者（幼稚園年長～中学校１・２年生）、教職員 （小学校・中学校教職員） 

児童生徒（小学校５・６年、中学校１・２年） 

  ⑨各校へ活動例の提示（指導者必要数の把握） 

  ⑩指導者の確保  指導者登録制、指導者の募集、リスト、説明会、講習会等を検討 

 

３．今後の取組 

  ・指導者の確保   ・財源の確保   ・子どものスポーツ、文化活動の機会の確保 

  ・子どもの健康・安全の確保      ・その他  
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豊後高田市 部活動の地域移行 ガイドライン（概要） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【国の方向性】  

〇少子化が進む中、将来にわたり生徒がスポーツ・文化芸術活動に継続して親しむこ

とができる機会を確保する。  

〇「地域の子どもたちは、学校を含めた地域で育てる。」という意識の下、生徒の望ま

しい成長を保障できるよう、地域の持続可能で多様な環境を一体的に整備する。  

〇まずは休日における地域の環境の整備を着実に推進、平日の環境整備はできるとこ

ろから取り組み、休日の取組の進捗状況等を検証し、更なる改革を推進する。  

・令和５年度から令和７年度までの３年間を改革推進期間として地域連携・地域移

行に取り組みつつ、地域の実情に応じて可能な限り早期の実現を目指す。  
 
【豊後高田市】  

〇国の方向性と豊後高田市のリソースを踏まえ、一人一人のニーズに応じたスポーツ・

文化芸術環境を整えるため、「できること」「できるところ」から長期的視野で計画

的に条件整備を進めていく。  

・令和７年度からを目途とし、条件整備が整い次第、中学校部活動「休日指導」の移

行、中学校部活動の「平日指導」の移行、高校やスポーツ少年団の地域移行を経て、

将来的には、全てを地域の「ＮＰＯ法人地域総合型スポーツクラブＴＭＫチャレン

ジクラブ」に移行していく。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

①地域移行のための組織編制  

 部活動検討委員会（市教委、ＴＭＫ、中学校）  

・小学校、高校、保護者等も適時参画  

②部活動に関係する団体の現状把握（種類、指導者、参加者等）  

・中学校、ＴＭＫ、高校、スポーツ少年団等  

③持続可能な部活動等の地域移行の進め方の整理  

④指導者の確保  

・「中学校部活動の地域指導者に関する要綱」の作成  

・指導者の募集・登録・更新、説明会や講習会等の実施  

⑤地域移行を周知するリーフレットの配布  

⑥アンケート調査（保護者用・児童生徒用・教職員用）の実施  

⑦子どものスポーツ・文化活動の機会の確保、健康・安全の確保  

⑧財源の確保  

 

指 導 者

参 加 者

場　　所

費　　用

補　　償 各種保険等

実施主体

※実情に応じて当面は併存、将来的にはＴＭＫに移行

関係校の教員、部活動指導員等

関係校の生徒

拠点校の施設等

活動費、交通費の実費

災害共済給付

ＴＭＫ等の地域クラブ活動

地域指導者（教員の兼職兼業）

地域の生徒（他世代参画を含む）

学校・公共のスポーツ・文化施設等

活動費・交通費の実費（可能な限り低廉な会費）

合同部活動や部活動指導員等の指導による活動 学校と連携して行う地域クラブ活動

学校部活動
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どのように進めていくの？ 

・地域移行に関する課題等を把握する 

 ためのアンケートを行いました 

・アンケート結果を参考に移行計画を 

 つくります 

・長期的視野で 

 計画的に条件 

 整備を進めます 

  

一人一人のニーズに応じたスポー

ツ・文化芸術環境を整えるため中

学校の部活動を休日から段階的

に地域へ移行します 

どんな活動パターンがあるの？ 

（活動例）活動場所 

・Ａさん 平日・休日とも学校 

・Ｂさん 平日は学校 休日はスポーツ施

設 

・Ｃさん 平日・休日ともスポーツ施設 

→選んだ部活動によって活動場所が異なり

ます 

なぜ地域へ移行するの？ 

・やりたい部活が学校にない 

・体を動かしたい 

・趣味を楽しみたい 

・スポーツも文化芸術もしたい 

→地域の力でニーズに応えます 

部活動の地域移行とは？ 

これまで学校主体で行ってきた活動を 

地域主体の持続可能な活動に変えていく

ものです 

 

どんな条件整備をするの？ 

・子どもの健康・安全を確保します 

・活動場所や活動時間を確保します 

・専門的で継続的な 

 指導を受ける機会 

 をつくります 

・高等学校との連携 

 を進めます  

【国の方向性】 

令和７年度までの３年間を改革推

進期間として地域移行に取り組

み、可能な限り早期の実現を目指

します 

【豊後高田市】 

情勢を踏まえながら 

条件整備を進め 

準備が整ったところ 

から順次スタートします 
 

中学校の部活動が 

変わります!! 
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協議・調整事項 

 

（３）学校の環境整備について 
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○学校トイレ洋式化の推進について 

 

【現状と今後の方針】 

全国の公立小中学校におけるトイレの洋式化率が 68.3％の中（県平均 64.2％）、

本市では 48.1％と低調な状況にあります。 

この要因としては、トイレの洋式化が進んでいない状況があることや、既存校

舎には、建設時の児童・生徒数を基本としたトイレ数が整備されている結果、現

在使用されていないプールのトイレも含まれるなど、現行の児童・生徒数を大き

く上回るトイレ数となっていることが考えられます。 

よって、今後の学校トイレの洋式化にあたっては、既存トイレ数に捉われるこ

となく、現状の実児童・生徒数及び今後の推計人数等を勘案し、真に必要な個所、

数量の精査を行うなど、適正な数量に見直す作業を行うとともに、日常利用の多

い校舎のトイレを中心に、計画的に洋式化を推進します。 

 

  ※洋式化率等については、公立学校施設のトイレの洋式化の状況調査結果 

（文部科学省実施）から 

 

 

【全国の状況】 

※公立学校施設のトイレの洋式化の状況（Ｒ５.９.27 文部科学省報道発表） 

 

  Ｐ12～13 ページ   資料１ 

 

 

【県内の状況】 

 

  Ｐ14 ページ     資料２ 

 

 

【令和６年度の具体的整備内容】 

①事 業 名：高田中学校校舎トイレ改修工事 

②事 業 費：8,679千円（令和６年度当初予算計上済） 

 ※学校施設環境改善交付金の活用により、国庫から 2,710千円の支援予定あり 

  補助率：１／３ 

 ③改修箇所：高田中学校校舎内 13 か所 

・生 徒 用：12 か所（男：６、女：６） 

・教職員用：１か所 （女：１） 

 ④改修内容：和式から洋式便器等へ交換する工事 

建具等の内装の改修工事 

       その他、必要に応じて給排水設備，電気等の付帯設備の改修工事 
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資料１-１ 
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資料１-２ 
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資料２ 
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○教育用タブレット端末の更新について 

 

【今後の方針】 

全ての子供たちの可能性を引き出す個別最適な学びと共同的な学びを実現す

るため、国の示すＧＩＧＡスクール構想に基づき、１人１台端末の整備を推進し

てきました。本市においては、子ども議会の要望に応えるべく、ＧＩＧＡスクー

ル構想以前（H29～R1）から整備した学習用端末が更新時期を迎えたことから、

順次、国・県の補助事業等を活用し、計画的な更新を行うとともに、学習環境の

格差を生まないよう更新サイクルづくりを行います。 

 

 

【端末整備の状況】 

 

整備年度 端末種類 整備台数 型番・世代 

2017年度 Apple社製 iPad 17台 A1893・６世代 

2018年度 Apple社製 iPad 360台 A1893・６世代 

2019年度 Apple社製 iPad 69台 A1893・６世代 

小計 446 台  

2020年度 

GIGA ｽｸｰﾙ構想ｽﾀｰﾄ 
Apple社製 iPad 1,294台 A2197・７世代 

計  1,740台  

 

 

【文部科学省の更新方針】 

 

  Ｐ16 ページ   資料３ 

 

 

【令和６年度の具体的整備内容】 

①事 業 名：教育用タブレット端末更新事業 

②事 業 費：32,434千円（令和６年度当初予算計上済） 

 ※国庫補助により造成された県基金を活用し、16,353千円の支援予定あり 

  補助率：補助対象経費（上限 55,000円／台）の２／３ 

 ③更新端末：初期導入（平成 29 年度～令和元年度）端末 446 台 

 ④更新内容：端末の更新 

       キッティング（各種設定、ソフトウェアインストールなど）作業 
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資料３ 
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【今後の更新計画】 

 

 

 ※５年間で全ての端末更新を行い、その後も同様のスケジュールで更新する 

計画となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

　　　更新台数

更新年度
446台 330台 330台 330台 304台 350台 350台 350台 350台 340台

2024 ●

2025 ●

2026 ●

2027 ●

2028 ●

2029 ●

2030 ●

2031 ●

2032 ●

2033 ●

　　　更新台数

更新年度
350台 350台 350台 350台 340台 350台 350台 350台 350台 340台

2034 ●

2035 ●

2036 ●

2037 ●

2038 ●

2039 ●

2040 ●

2041 ●

2042 ●

2043 ●

１回目の更新計画 ２回目の更新計画

３回目の更新計画 ４回目の更新計画
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協議・調整事項 

 

（４）いじめ防止及び不登校対応について 
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いじめの現在の状況

認知した 認知しない 認知件数 解消した 取組中 その他 計

小学校 11 0 173 小学校 78 95 0 173

中学校 5 1 69 中学校 45 24 0 69

計 16 1 242 計 123 119 0 242

過去５年間の２学期末の不登校状況の推移

令和５年度２学期末のいじめ調査結果

いじめを認知した学校数，いじめの認知件数

過去５年間の２学期末のいじめ状況の推移
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令和６年度 いじめ対策について（案） 

 

１．未然防止 ～すべての児童生徒にとって魅力ある学校・学級づくり～ 

（１）「居場所」と「絆」がある学校・学級づくり 

○定期的な学校アンケート調査の実施と結果の活用 

  ○特別活動の教育課程に位置づけた人間関係づくりプログラムの実施 

   児童生徒の実態に即した実施（週 1回以上） 

 ○「よりよい学校生活と友達づくりのためのアンケート（hyper-QU）」の実施と結果 

の活用 

（２）学校行事、道徳や特別活動の充実 

○「考え議論する」道徳教育の充実  

   ○学校行事の活性化（児童生徒が主体となった取組・日頃からの積極的な声かけ） 

（３）児童生徒の学ぶ意欲が向上する授業づくり 

○「自己決定」「自己存在感」「共感的な人間関係」を意識した授業づくり 

○新大分スタンダードに基づく、児童生徒が主体的・対話的に学ぶ授業づくり 

 

２．早期発見 ～子どものかすかな変化を見逃さないために～ 

（１）子どものサインをキャッチする教職員意識 

○全教職員による「いじめ見逃しゼロ」の意識徹底 

○情報モラル教育の充実 

（２）かすかな変化を見逃さない組織体制 

  ○ＳＣ・ＳＳＷ等を加えた複眼的な見守り 

○個別面談の計画的実施 

   ○「あったかハート１・２・３」の徹底 

 

３．解決支援 ～組織的に対応する体制づくり～ 

 （１）思いに寄り添った対応 

  ○学校いじめ防止基本方針の提示・共有（保護者、地域） 

   ○定期的な校内支援委員会の開催・ケース会議の実施（決定事項の共有） 

○教育相談コーディネーターの効果的な活用 

   ○連携シートの作成・活用  

 （２）各校いじめ対応マニュアルの定期的な確認  

   ○いじめの認知方法→一人で判断しない→いじめ対策委員会の実働 

    ・いじめ発生・解消報告書の活用 市教委に電子媒体で提出 

（認知・解決の２回提出） 

・指導経過録（５ｗ１ｈ） 個人ファイルの作成  

  

４．市教育委員会・関係機関との連携強化 

  〇情報の早期共有（事案発生時の報告徹底、月一回の学校への聞き取り） 

  〇豊後高田市いじめ防止基本方針による対応 
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協議・調整事項 

 

（５）中学３年生の進路状況について 
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【中学３年生の生徒数】 

豊後高田市の中学３年生の生徒数 １７６名 

 

【高田高等学校】 

１月現在 128名（内３名市外） 

 

【その他の高校】 

〇部活動で進路選択をしている生徒 

・陸上、野球、ソフトテニス、バスケットボール 

〇その他 

・グローバルコミュニケーション科、看護科、アニメーション科等 

 

【大分工業高等専門学校】 

 

【通信制】 

〇爽風館 

〇その他私立通信制 

 

【県外】 

〇部活動で進路選択をしている生徒 

・陸上、柔道 

 

【県立高等学校出願期間】 

〇出願期間：２月 13日（火）～19日（月） 

〇志願変更：２月 21日（水）～27日（火） 
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協議・調整事項 

 

（６）園児・児童・生徒数の推移について 
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１年生 ２年生 ３年生 ４年生 ５年生 ６年生 １年生 ２年生 ３年生 合計

平成29年 182 149 181 174 167 161 188 166 185 1,553

平成30年 146 179 151 180 178 168 156 191 167 1,516

令和元年 167 147 176 149 183 178 173 156 188 1,517

令和2年 166 177 150 176 149 181 180 172 157 1,508

令和3年 164 167 176 150 178 150 179 178 174 1,516

令和4年 174 171 168 177 155 177 154 178 178 1,532

令和５年 173 175 170 174 179 152 177 153 178 1,531

令和６年 164 169 174 167 177 177 151 177 152 1,508

３歳児 ４歳児 ５歳児 合計

平成29年 42 41 46 129

平成30年 34 42 43 119

令和元年 36 39 46 121

令和2年 31 50 49 130

令和3年 40 41 54 135

令和４年 34 50 43 127

令和５年 37 35 53 125

令和６年 21 46 34 101

中３ 中２ 中１ R4の小１ R4の１歳

178 154 176 174 159

園児・児童・生徒数の推移

各市町村人口動向から見た５年後・１０年後の中学１年生の数

豊後高田市

増減（R5中１比） 増減（R5中１比）

現状（令和５年度） ５年後（R10）の中１ １０年度（R15）の中１

ー２（9９％） ー１７（9０％）
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協議・調整事項 

 

（７）教職員の人事異動方針について 
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広域異動見直し 

 

１ 若年期教員の人事異動 

（１）人事地域数 

・新採用からおおむね 10年以内に勤務する人事地域を、現行の「３地域」から 

「２地域」とする。 

 

（２）配置年数 

・一地域における配置年数を、現行の「３年」を「３～４年」とする。 

・職員個人の事情等に応じて異動を行なう。 

 

（３）既採用者について 

・既採用者で現行の若年期広域異動の対象者についても、見直し後のルールを適用。 

・現在２地域目の職員のうち３地域目の異動を希望する者は、２地域目の勤務年数 

が３年以上となる者を異動対象とする。 

・現在１地域目の職員については、１地域目の勤務年数が３年以上となる者を異動 

対象とする。 

 

 

２ 中堅教員の人事異動 

（１）対象者 

・次の①または②に該当し、おおむね 40歳以上 55歳以下の者 

① 同一人事地域に連続して 12年以上勤務している者 

② 広域異動を希望する者 

 

（２）異動の考え方 

・異動地域は、原則として隣接人事地域とするなど、職員に過度な負担がかからな 

い程度の異動とし、異動先の人事地域での勤務年数はおおむね３年とする。 

・若年期の広域異動で確保していた一定数について異動を行う。 
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